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七
月
二
〇
日
に
行
わ
れ
た
参
院
選
北
海
道
選
挙

区
（
改
選
数
三
）
は
、
自
民
党
の
高
橋
は
る
み
氏

と
岩
本
剛
人
氏
、
立
憲
民
主
党
の
勝
部
賢
志
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
再
選
し
た
。
自
民
、
立
憲
と
も
現
有
議

席
を
死
守
し
、
手
堅
い
組
織
力
を
見
せ
つ
け
た
格

好
だ
。
一
方
、
参
政
党
の
田
中
義
人
氏
と
国
民
民

主
党
の
鈴
木
雅
貴
氏
は
三
議
席
目
を
巡
り
岩
本
氏

と
大
激
戦
を
展
開
。
参
政
、
国
民
民
主
は
全
国
で

躍
進
し
た
が
、
そ
の
勢
い
は
道
内
で
も
は
っ
き
り

と
表
れ
た
。
自
民
や
立
憲
な
ど
既
存
政
党
に
対
す

る
有
権
者
の
不
満
は
根
強
く
、
今
後
、
道
内
政
界

地
図
が
変
化
す
る
可
能
性
も
あ
り
そ
う
だ
。

　
六
月
の
東
京
都
議
選
で
は
、国
民
民
主
は
九
人
、

参
政
は
三
人
が
当
選
し
た
。「
都
議
選
は
参
院
選

の
前
哨
戦
」
と
言
わ
れ
る
が
、
本
当
に
こ
の
両
党

が
道
内
で
も
勢
い
づ
く
の
か
―
。
参
院
選
前
、
道

内
の
各
政
党
関
係
者
は
懐
疑
的
に
見
て
い
た
。

　
し
か
し
、
公
示
後
の
各
報
道
機
関
の
情
勢
調
査

を
見
る
と
様
相
が
変
わ
っ
た
。
岩
本
、
田
中
、
鈴

木
の
三
氏
に
つ
い
て
「
横
一
線
」（
北
海
道
新
聞
、

朝
日
新
聞
）、「
激
し
く
競
り
合
う
」（
読
売
新
聞
、

毎
日
新
聞
）
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

　
全
国
の
情
勢
で
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
、
田

中
氏
と
鈴
木
氏
が
当
選
圏
に
入
っ
て
き
て
い
る
こ

と
は
疑
う
余
地
が
な
い
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

各
陣
営
が
追
い
込
み
を
か
け
る
中
、
終
盤
に

な
っ
て
も
田
中
氏
、
鈴
木
氏
の
勢
い
は
止
ま
ら
な

か
っ
た
。
報
道
各
社
の
終
盤
情
勢
調
査
で
は
、
岩

本
氏
を
含
め
た
三
氏
に
つ
い
て
「
激
戦
」（
北
海

散 射 韻

回
参
院
選
の
道
選
挙
区
の
投
票
率
は
前
回
二
二
年

を
五・七
一
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
五
九・六
九
％
だ
っ

た
。
若
年
層
が
押
し
上
げ
た
と
み
ら
れ
て
お
り
、

若
者
が
投
票
に
行
け
ば
「
政
治
が
変
わ
り
う
る
」

と
い
う
可
能
性
を
示
し
た
選
挙
で
あ
っ
た
と
も
い

え
る
。

　
全
国
で
自
民
が
苦
戦
す
る
中
、
現
有
二
議
席
を

守
り
、
勝
利
し
た
形
に
見
え
る
道
内
自
民
だ
が
、

先
行
き
は
決
し
て
楽
観
視
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
田
中
氏
、
鈴
木
氏
の
「
削
り
合
い
」
で
「
漁

夫
の
利
」
を
得
た
面
は
ぬ
ぐ
え
な
い
か
ら
だ
。
特

に
参
政
は
自
民
を
支
持
し
て
き
た
保
守
層
の
一
部

を
取
り
込
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
自
民
道
連

幹
部
は
「
全
く
侮
れ
な
い
存
在
」
と
警
戒
す
る
。

　
議
席
確
保
を
喜
べ
な
い
の
は
立
憲
も
同
じ
だ
。

勝
部
氏
は
七
〇
万
票
で
の
ト
ッ
プ
当
選
を
目
標
に

掲
げ
た
が
、
約
五
〇
万
票
に
と
ど
ま
っ
た
。
今
回

参
院
選
で
得
た
比
例
票
を
昨
年
衆
院
選
の
比
例
得

票
数
と
比
べ
る
と
、
自
民
が
約
一
万
六
千
票
減
、

共
産
が
約
二
万
二
千
票
減
、
公
明
が
約
三
万
四
千

票
減
だ
っ
た
の
に
対
し
、
立
憲
は
約
二
五
万
二
千

票
減
の
大
幅
減
。「
一
人
負
け
」に
近
い
状
態
だ
っ

た
。

　
自
民
内
で
「
石
破
降
ろ
し
」
の
動
き
が
続
き
、

政
権
の
行
方
は
不
透
明
だ
。
石
破
首
相
退
陣
と
な

れ
ば
、
新
首
相
に
よ
る
早
期
の
衆
院
解
散
・
総
選

挙
の
可
能
性
が
全
く
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

各
党
が
次
期
衆
院
選
を
に
ら
み
、
ど
う
体
制
を
構

築
し
て
い
く
の
か
注
目
さ
れ
る
。

＜
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道
新
聞
）、「
横
一
線
」（
読
売
新
聞
）、「
激
し
く

競
り
合
う
」（
毎
日
新
聞
）
と
序
盤
に
続
き
報
じ

ら
れ
た
。

　
開
票
の
結
果
、
得
票
数
は
岩
本
氏
が
三
三
万
三

五
五
八
票
、
田
中
氏
は
三
二
万
五
〇
七
〇
票
。
そ

の
差
は
八
四
八
八
票
だ
っ
た
。
鈴
木
氏
は
三
二
万

四
二
七
二
票
で
、
田
中
氏
と
の
差
は
わ
ず
か
七
九

八
票
。
史
上
ま
れ
に
見
る
激
戦
と
な
っ
た
。

　
参
政
、
国
民
民
主
は
い
か
に
し
て
有
権
者
の
支

持
を
得
た
の
か
。
田
中
氏
は
、
外
国
人
に
よ
る
土

地
取
得
の
規
制
な
ど
「
日
本
を
守
る
」
政
策
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
発

信
し
、
無
党
派
層
に
浸
透
し
た
。
さ
ら
に
田
中
氏

の
陣
営
は
札
幌
市
内
を
中
心
に
企
業
回
り
を
重
ね

た
。
企
業
は
自
民
や
立
憲
の
牙
城
と
さ
れ
て
き
た

が
「
一
社
あ
た
り
三
〇
分
～
一
時
間
を
か
け
て
支

援
を
訴
え
た
」（
田
中
陣
営
関
係
者
）
と
い
う
。

鈴
木
氏
は
「
手
取
り
増
」
を
訴
え
て
現
役
世
代
の

共
感
を
呼
び
、
昨
年
の
衆
院
選
か
ら
続
く
国
民
民

主
全
体
へ
の
追
い
風
に
乗
っ
た
。

　
北
海
道
新
聞
が
投
票
を
済
ま
せ
た
人
に
ネ
ッ
ト

で
実
施
し
た
投
票
行
動
調
査
に
よ
る
と
、
投
票
先

を
決
め
た
際
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
サ
イ
ト
を
重
視
し

た
人
は
三
八
・
九
％
。
重
視
し
た
人
を
年
代
別
に

み
る
と
、
二
九
歳
以
下
が
六
四
・
四
％
と
最
も
多

く
、
三
〇
代
が
五
八
・
八
％
だ
っ
た
。
ま
た
、

重
視
し
た
人
の
最
多
投
票
先
は
田
中
氏
の
二
三
・

三
％
で
、
鈴
木
氏
が
一
六
・
一
％
と
続
い
た
。
田

中
氏
と
鈴
木
氏
は
若
年
層
に
多
い
「
ネ
ッ
ト
派
」

を
う
ま
く
取
り
込
ん
だ
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
今

参政、国民民主躍進　変わるか道内政界地図


